
(57)【要約】

【課題】バックステーの質量が均等にバーチカルストラ

ップへ伝達でき、上部垂直管へ過大な応力が発生しない

、信頼性の高いボイラ装置を提供する。

【解決手段】炉壁の全周にわたって垂直方向に配置され

た多数のバーチカルスラップ３と、炉壁の水平手方向に

配置された多数のバックステー５とを備え、前記バーチ

カルストラップ３とバックステー５との交差部をサポー

ト部材６で連結するボイラ装置において、前記バーチカ

ルストラップ３とバックステー５との交差部のうちの一

部の交差部を前記サポート部材６で連結しないで非拘束

にしたことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ボ イ ラ 炉 壁 の 高 さ 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ と 、 ボ イ ラ 炉 壁 の 水 平
手 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の バ ッ ク ス テ ー と を 備 え 、 前 記 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ と バ ッ ク ス
テ ー と の 交 差 部 を サ ポ ー ト 部 材 で 連 結 す る ボ イ ラ 装 置 に お い て 、
　 前 記 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ と バ ッ ク ス テ ー と の 交 差 部 の う ち の 一 部 の 交 差 部 を 前 記 サ ポ
ー ト 部 材 で 連 結 し な い で 非 拘 束 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る ボ イ ラ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の ボ イ ラ 装 置 に お い て 、 前 記 炉 壁 が 、 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁 に 接 続 さ れ た
ス パ イ ラ ル 管 か ら な る 下 部 炉 壁 か ら な り 、 前 記 下 部 炉 壁 お よ び バ ッ ク ス テ ー の 質 量 が 前 記
サ ポ ー ト 部 材 な ら び に バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ を 介 し て 前 記 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁 に 伝 達
さ れ る 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る ボ イ ラ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ボ イ ラ 装 置 に お い て 、 前 記 炉 壁 が 、 前 記 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁 に 接 続
さ れ た ス パ イ ラ ル 管 か ら な る 下 部 炉 壁 と 、 該 下 部 炉 壁 に 接 続 さ れ て ボ イ ラ の 底 部 に 設 け ら
れ た ホ ッ パ ー 壁 か ら な り 、 前 記 下 部 炉 壁 、 前 記 ホ ッ パ ー 壁 お よ び そ の 両 方 の 炉 壁 の 水 平 方
向 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ス テ ー の 質 量 と が 、 前 記 サ ポ ー ト 部 材 な ら び に バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ
プ を 介 し て 前 記 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁 に 伝 達 さ れ る 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る ボ イ ラ
装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 大 容 量 火 力 発 電 用 ボ イ ラ な ど の ボ イ ラ 装 置 に 係 り 、 特 に 炉 壁 の 質 量 支 持 構 造 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 新 の 大 容 量 火 力 発 電 用 ボ イ ラ に お い て は 、 ボ イ ラ 火 炉 壁 （ 以 下 、 単 に 炉 壁 と 称 す る こ
と が あ る ） で の 熱 吸 収 を 炉 壁 出 口 で 均 一 化 す る た め 、 螺 旋 状 の ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 を
採 用 し て い る 。 す な わ ち 従 来 の ボ イ ラ で は 全 高 さ 方 向 に 垂 直 管 か ら な る 炉 壁 を 設 け て い た
が 、 炉 壁 の 周 方 向 に 生 じ た 熱 吸 収 の ア ン バ ラ ン ス が 炉 壁 の 高 さ 方 向 で 増 大 す る た め 、 炉 壁
の 焼 損 、 変 形 な ど の 問 題 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 特 に ア ン バ ラ ン ス が 生 じ 易 い 下 部 の 炉 壁 に つ い て は 、 管 方 向 が 火 炉 の 高 さ 方 向
に 対 し て 斜 め に 配 置 さ れ る よ う に ス パ イ ラ ル 状 に 配 置 す る こ と と し て 、 下 部 炉 壁 に は ス パ
イ ラ ル 壁 、 上 部 炉 壁 に は 垂 直 壁 を 設 け た 構 造 が 採 用 さ れ る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 炉 壁 は 鋼 管 と 平 鋼 と が 交 互 に 隅 肉 溶 接 に よ り パ ネ ル 状 に 形 成 さ れ た 、 所 謂 、 メ ン ブ
レ ン 壁 と な っ て い る 。 ま た 炉 壁 内 で は 燃 焼 が 行 わ れ る た め 、 炉 内 圧 に よ る 幅 方 向 の 変 形 防
止 対 策 に 加 え て 、 熱 伸 び に よ る 炉 の 高 さ 方 向 の 熱 伸 び 吸 収 対 策 が 必 要 で あ る こ と か ら 、 炉
壁 の 全 高 さ 方 向 に 渡 っ て 炉 壁 の 水 平 方 向 に は ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ と 呼 ば れ る サ ポ ー ト
部 材 を 炉 壁 と 離 間 し て 設 け て 、 炉 壁 と し て の 剛 性 を 確 保 し つ つ 熱 伸 び に 対 応 す る 構 造 と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ０ に 本 発 明 が 適 用 さ れ る ボ イ ラ 装 置 の 概 略 斜 視 図 を 示 す 。 ま た 図 ７ に 本 発 明 が 適 用
さ れ る 上 部 炉 壁 に よ る 下 部 炉 壁 の 支 持 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ボ イ ラ 本 体 は 図 示 し て い な い 鉄 骨 柱 及 び 梁 か ら な る ボ イ ラ 建 屋 と 呼 ば れ る 構 造 体 内 の 天
井 大 梁 に 吊 り 下 げ ら れ て 設 置 さ れ て い る が 、 こ の 場 合 、 垂 直 管 か ら な る 炉 壁 に 比 べ て ス パ
イ ラ ル 管 か ら な る 炉 壁 は 管 の 横 断 方 向 に 壁 の 質 量 を 負 担 す る こ と に な る た め 、 そ の 部 分 的
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に 負 担 可 能 な 質 量 が 制 限 さ れ る 。 こ の た め ス パ イ ラ ル 管 か ら な る 下 部 炉 壁 ２ ４ に 対 し て は
バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と 呼 ば れ る 吊 り 部 材 を 高 さ 方 向 に 複 数 、 炉 壁 の 全 周 に わ た っ て 、
一 方 の 支 点 を 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁 １ ５ に 設 け 、 他 方 の 支 点 を 下 部 炉 壁 ２ ４ 全 体 に 分 散
し て 設 け る こ と に よ り 、 下 部 炉 壁 ２ ４ の 部 分 的 な 質 量 負 担 を 軽 減 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ ５ が 炉 壁 の 水 平 方 向 に 複 数 、 炉 壁 を 取 り 囲 ん で 配 置
さ れ て い る た め 、 こ の 質 量 も 負 担 す る 必 要 が あ る が 、 こ の 質 量 に つ い て は メ ジ ャ ー リ ン ク
６ と 呼 ば れ る サ ポ ー ト 部 材 を 介 し 、 ボ イ ラ 全 周 の 高 さ 方 向 に 複 数 配 置 さ れ た 前 記 バ ー チ カ
ル ス ト ラ ッ プ ３ へ 伝 達 さ れ 、 さ ら に 上 部 炉 壁 の 垂 直 管 に 伝 え る 構 造 に な っ て い る 。 す な わ
ち 前 記 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ に よ り 、 下 部 炉 壁 ２ ４ 、 ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ ５ お よ び
ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ ５ と 前 記 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と を 接 続 す る 部 材 な ど の 質 量 が
、 上 部 炉 壁 １ ５ に 伝 達 さ れ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ７ に お い て 、 図 中 の １ は 火 炉 壁 の う ち の 垂 直 壁 か ら な る 上 部 炉 壁 １ ５ を 構 成 す る 垂 直
管 、 ２ は そ の 垂 直 管 １ に 接 続 さ れ て ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 か ら な る 下 部 炉 壁 ２ ４ を 構 成
す る ス パ イ ラ ル 管 、 ３ は ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 か ら な る 下 部 炉 壁 ２ ４ の 全 周 に わ た っ て
垂 直 方 向 に 配 置 さ れ 、 前 記 垂 直 壁 か ら な る 上 部 炉 壁 １ ５ に 支 点 を 設 け た 多 数 の バ ー チ カ ル
ス ト ラ ッ プ 、 ４ は バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と 平 行 に 配 置 さ れ た バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ － 、
５ は ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 か ら な る 下 部 炉 壁 ２ ４ の 水 平 方 向 に 配 置 さ れ た 多 数 の ホ リ ゾ
ン タ ル バ ッ ク ス テ － 、 ６ は パ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ の 間 に
配 置 さ れ た メ ジ ャ ー リ ン ク 、 ７ は パ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ － ４ の
間 に 設 け ら れ た マ イ ナ ー リ ン ク 、 １ ２ は サ ポ ー ト ピ ン 、 １ ３ は サ ポ ー ト 、 １ ４ は コ ー ナ リ
ン ク で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 の よ う に 垂 直 管 １ に 比 べ て ス パ イ ラ ル 管 ２ は そ の 負 担 質 量 が 制 限 さ れ る た め 、 バ ッ
ク ス テ ー ４ ， ５ 等 の 質 量 は メ ジ ャ ー リ ン ク ６ を 介 し て 、 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ へ 伝 達 さ
れ 、 そ の 質 量 は さ ら に バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ を 介 し て 垂 直 管 １ に 伝 達 さ れ る 構 造 に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ８ は 、 従 来 の ボ イ ラ 装 置 に お け る ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 支 持 構 造 で の メ ジ ャ ー リ ン
ク ６ の 配 置 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 本 図 は 火 炉 側 壁 ２ ５ に お け る 支 持 構 造 の 配 置 状 況 を 示 し
て お り 、 図 中 の 一 点 鎖 線 ８ は 火 炉 前 壁 、 一 点 鎖 線 ９ は 火 炉 後 壁 を 示 し て い る 。 同 図 に 示 す
よ う に 炉 壁 の 垂 直 方 向 に 多 数 配 置 さ れ た バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と 、 炉 壁 の 水 平 方 向 に 多
数 配 置 さ れ た ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ の 各 交 差 部 ま た は そ の 近 傍 に そ れ ぞ れ メ ジ ャ ー
リ ン ク ６ を 設 け 、 各 メ ジ ャ ー リ ン ク ６ に よ り 、 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と ホ リ ゾ ン タ ル バ
ッ ク ス テ － ５ の 全 て の 交 差 部 を 機 械 的 に 連 結 固 定 す る こ と に よ り 、 ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス
テ － ５ の 剛 性 を 確 保 し て 炉 内 圧 な ど に よ り 幅 方 向 に 変 形 す る の を 防 止 す る 。 ま た 熱 伸 び に
対 し て は 、 高 さ 方 向 の ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ 間 に は メ ジ ャ ー リ ン ク ６ に よ り 連 結 固
定 す る 代 わ り に マ イ ナ ー リ ン ク ７ を 接 続 し て 、 剛 性 を 緩 和 し 、 熱 伸 び に 追 従 す る 構 造 と し
て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ９ は ボ イ ラ 装 置 の 概 略 構 成 図 、 図 １ ０ は ボ イ ラ 装 置 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。 図 中 の １ ０
は ホ ッ パ ー 壁 で 、 図 １ ０ に 示 す よ う に ス パ イ ラ ル 管 ２ で 構 成 さ れ て い る 。 １ １ ａ ,１ １ ｂ
は 火 炉 の 上 部 、 す な わ ち ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の は る か 上 方 の 火 炉 天 井 部 に 吊 り 下 げ ら れ た 過 熱
器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ １ は 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 支 持 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 さ れ て い る よ う
に 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 支 持 構 造 の 場 合 に は 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ が 火 炉 底 部 の ク リ ン カ 排 出 部
と な っ て い る た め 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に 相 当 す る 火 炉 前 壁 及 び 火 炉 後 壁 が 炉 の 内 側 に 向 か っ
て 傾 い て お り 、 こ の た め ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 上 方 に 設 け た 炉 壁 と は 熱 伸 び の 方 向 が 変 わ る た
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め 、 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ は 図 ７ の 場 合 の よ う に 上 部 の 炉 壁 側 と は 連 結 せ ず に ホ ッ パ ー
壁 １ ０ 内 に 配 置 し た 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 火 炉 側 壁 は 傾 い て は い な い も の の 前 記 火 炉 前 、 後 壁 と 合 わ せ て の 全 体 調 整 が 必 要 で
あ る た め 、 前 記 と 同 様 に バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ は ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 真 上 の 炉 壁 と は 切 り
離 し て 設 け て い る 。 ま た 側 壁 で は 特 に 断 面 積 が 縮 小 し て い る こ と で 、 炉 底 に 向 け て 本 数 を
減 ら し た 配 置 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に ホ ッ パ ー 壁 １ ０ は 、 そ れ 自 体 の 自 重 ２ ０ に 加 え て 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の
上 部 の 炉 壁 と 同 様 に ボ イ ラ 装 置 の 運 転 時 に 炉 圧 １ ６ を 受 け る 。 さ ら に ホ ッ パ ー 壁 １ ０ は 、
過 熱 器 １ １ ａ ,１ １ ｂ に 付 着 し た ク リ ン カ ー １ ７ が 落 下 し た と き に 衝 撃 力 １ ８ を 受 け る 。
ま た 燃 料 の 燃 焼 に よ っ て 生 じ た 灰 １ ９ が ホ ッ パ ー 壁 １ ０ 上 に 堆 積 す る と 、 そ の 重 量 が ホ ッ
パ ー 壁 １ ０ に 掛 か る 。 こ の よ う に ホ ッ パ ー 壁 １ ０ は 、 そ れ 自 体 の 自 重 ２ ０ 、 炉 圧 １ ６ 、 ク
リ ン カ ー １ ７ の 落 下 衝 撃 力 １ ８ な ら び に 堆 積 し た 灰 １ ９ の 重 量 な ど に よ っ て 膨 ら み や 変 形
を 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ２ は 、 炉 圧 １ ６ な ど の 荷 重 の 掛 か り 方 と ボ イ ラ 運 転 中 の ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 変 形 を 模
式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 炉 圧 １ ６ な ど の 荷 重 は ホ ッ パ ー 壁 １ ０ を 介 し て パ ー チ カ ル ス ト ラ
ッ プ ３ 、 マ イ ナ ー リ ン ク ７ 、 バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ － ４ な ら び に ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ
－ ５ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 従 来 の ボ イ ラ 装 置 は 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ も 図 ８ と 同 様 に 各 メ ジ ャ ー リ ン ク ６ に よ り 、 バ ー
チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ の 全 て の 交 差 部 を 機 械 的 に 連 結 固 定 さ
れ て い た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 種 の ボ イ ラ 装 置 に 関 し て は 、 例 え ば 下 記 に 示 す 特 許 文 献 な ど を 挙 げ る こ と が で き る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 54― 103901号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 60― 82702号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 62― 66005号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ が 実 際 に は 下 部 に ス パ イ ラ ル 壁 、 上 部 に 垂 直 壁 を 配 置 し た 大 容 量 火 力 発 電 用 ボ イ
ラ に お い て も 、 主 に 温 度 差 に 起 因 す る 熱 伸 び 差 の た め 、 バ ッ ク ス テ ー の 質 量 が 均 一 に バ ー
チ カ ル ス ト ラ ッ プ へ 伝 達 さ れ な い こ と が 判 明 し た 。 こ の 負 担 質 量 の 不 均 一 性 の た め 、 バ ー
チ カ ル ス ト ラ ッ プ 等 の サ ポ ー ト 部 材 、 質 量 を 支 え る 上 部 垂 直 管 へ 過 大 な 応 力 が 発 生 す る か
ら 、 過 剰 設 計 と な り が ち で 、 ま た 負 担 質 量 の 不 均 一 性 が 解 消 さ れ な い 場 合 に は チ ュ ー ブ リ
ー ク に つ な が る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 欠 点 を 解 消 し 、 バ ッ ク ス テ ー の 質 量 が 均 等 に バ
ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ へ 伝 達 で き る 、 信 頼 性 の 高 い ボ イ ラ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 の 第 1の 手 段 は 、 ボ イ ラ 炉 壁 の 高 さ 方 向 に 配 置 さ れ た 複
数 の バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ と 、 ボ イ ラ 炉 壁 の 水 平 手 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の バ ッ ク ス テ ー
と を 備 え 、 前 記 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ と バ ッ ク ス テ ー と の 交 差 部 を サ ポ ー ト 部 材 で 連 結 す
る ボ イ ラ 装 置 に お い て 、
　 前 記 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ と バ ッ ク ス テ ー と の 交 差 部 の う ち の 一 部 の 交 差 部 を 前 記 サ ポ
ー ト 部 材 で 連 結 し な い で 非 拘 束 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 手 段 は 前 記 第 1の 手 段 に お い て 、 前 記 炉 壁 が 、 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁
に 接 続 さ れ た ス パ イ ラ ル 管 か ら な る 下 部 炉 壁 か ら な り 、 前 記 下 部 炉 壁 お よ び バ ッ ク ス テ ー
の 質 量 が 前 記 サ ポ ー ト 部 材 な ら び に バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ を 介 し て 前 記 垂 直 管 か ら な る 上
部 炉 壁 に 伝 達 さ れ る 構 造 に し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 手 段 は 前 記 第 1の 手 段 に お い て 、 前 記 炉 壁 が 、 前 記 垂 直 管 か ら な る 上 部
炉 壁 に 接 続 さ れ た ス パ イ ラ ル 管 か ら な る 下 部 炉 壁 と 、 該 下 部 炉 壁 に 接 続 さ れ て ボ イ ラ の 底
部 に 設 け ら れ た ホ ッ パ ー 壁 か ら な り 、 前 記 下 部 炉 壁 、 前 記 ホ ッ パ ー 壁 お よ び そ の 両 方 の 炉
壁 の 水 平 方 向 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ス テ ー の 質 量 と が 、 前 記 サ ポ ー ト 部 材 な ら び に バ ー チ カ
ル ス ト ラ ッ プ を 介 し て 前 記 垂 直 管 か ら な る 上 部 炉 壁 に 伝 達 さ れ る 構 造 に し た こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 前 述 の よ う な 構 成 に な っ て お り 、 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ 負 担 質 量 の 均 等 化 が 図
れ 、 サ ポ ー ト 部 材 の 最 適 設 計 が 可 能 で あ り 、 な お か つ チ ュ ー ブ リ ー ク の 可 能 性 を 削 減 す る
こ と で 、 ボ イ ラ 装 置 の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 と 共 に 説 明 す る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 炉 壁 に ス パ イ ラ ル メ
ン ブ レ ン 壁 を 備 え た 大 容 量 火 力 発 電 用 ボ イ ラ に お い て 、 ス パ イ ラ ル 管 ２ は 負 担 質 量 が 制 限
さ れ る た め 、 バ ッ ク ス テ ー ４ 、 ５ の 質 量 は メ ジ ャ ー リ ン ク ６ と 呼 ば れ る サ ポ ー ト 部 材 を 介
し 、 ボ イ ラ 全 周 に 配 置 さ れ た バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ へ 伝 達 さ れ 、 最 終 的 に 上 部 炉 壁 の 垂
直 管 １ に 伝 え る 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し か し 従 来 の ボ イ ラ 装 置 で は 、 炉 壁 の 周 方 向 に 生 じ た 熱 吸 収 の た め の ア ン バ ラ ン ス が 炉
壁 の 高 さ 方 向 で 増 大 す る た め 図 ９ に 示 す よ う に 、 下 部 炉 壁 を ス パ イ ラ ル 壁 と し て 緩 和 す る
こ と が で き た が 、 局 部 的 な ア ン バ ラ ン ス は 依 然 と し て 存 在 す る 。 特 に ボ イ ラ 起 動 時 間 の 短
縮 が 要 求 さ れ る 近 年 に お い て は 、 急 速 立 ち 上 げ の た め ア ン バ ラ ン ス が 増 長 す る 現 象 が 発 生
し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の た め 従 来 は 図 ８ に 示 す よ う に 、 各 レ ベ ル に お い て 全 ス ト ラ ッ プ へ メ ジ ャ ー リ ン ク ６
を 設 置 し て い た た め 、 温 度 ア ン バ ラ ン ス に 起 因 す る 熱 伸 び 差 が 増 大 し 、 水 平 方 向 に 配 置 さ
れ た ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ に 対 し て 同 レ ベ ル ま た は 近 傍 に 配 置 さ れ た メ ジ ャ ー リ ン
ク ６ に レ ベ ル 差 が 生 じ る 現 象 が 発 生 し た 。 こ れ に よ り バ ッ ク ス テ ー ４ ， ５ の 質 量 を 負 担 し
な い バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ が 発 生 し た 場 合 に は 、 相 対 的 に 一 部 の バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ
３ へ 過 度 の 応 力 が 生 じ 、 メ ジ ャ ー リ ン ク ６ の 損 傷 及 び 最 終 的 に 質 量 を 負 担 す る 上 部 垂 直 管
１ の 損 傷 へ 繋 が る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 で は 図 １ に 示 す よ う に 、 ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 を 備 え た
大 容 量 火 力 発 電 用 ボ イ ラ に お い て 、 そ の ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 の 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た
バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と 水 平 方 向 に 配 置 さ れ た ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ の 各 交 差 部
の 全 て に メ ジ ャ ー リ ン ク ６ を 配 置 す る の で は な く 、 同 図 に 示 す よ う に メ ジ ャ ー リ ン ク ６ を
1つ お き に 千 鳥 に 配 置 し て い る 。 従 っ て 、 交 差 部 の メ ジ ャ ー リ ン ク ６ が 配 置 さ れ て い な い
所 で は バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ は 機 械 的 に 連 結 さ れ て お ら
ず 、 非 拘 束 部 と な っ て い る 。 よ っ て こ の 第 １ 実 施 形 態 で は メ ジ ャ ー リ ン ク ６ と 非 拘 束 部 が
互 い に １ つ お き に 千 鳥 配 列 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 前 記 交 差 部 に 一 部 に 非 拘 束 部 を 設 け る こ と に よ り 、 炉 壁 の 周 方 向 に 複 数 配 置
さ れ た バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ ヘ 熱 伸 び 差 が 発 生 し た 場 合 、 質 量 を 負 担 し な い バ ー チ カ ル
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ス ト ラ ッ プ ３ が 発 生 す る こ と な く 、 全 体 的 に ス ト ラ ッ プ は 均 等 な 質 量 を 負 担 す る こ と と な
り 、 サ ポ ー ト 部 材 の 最 適 設 計 、 及 び チ ュ ー ブ リ ー ク の 可 能 性 の 低 減 を 図 る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 、 図 ３ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 、 図 ４ は
本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 各 図 に 示 す よ う に メ ジ ャ ー リ ン ク ６ と 非 拘 束 部 の 配 置
状 態 が そ れ ぞ れ 異 な っ た 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 な お 、 各 実 施 形 態 に お い て 、 メ ジ ャ ー リ
ン ク ６ と 非 拘 束 部 の 配 置 は 一 部 に 偏 ら な い で 、 ボ イ ラ 全 体 か ら 見 て バ ラ ン ス よ く 配 置 す る
こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 非 拘 束 部 を 設 け る の は 、 火 炉 壁 の 一 部 を 構 成 す る 垂 直 管 か ら な る 垂 直 壁 １ ５
だ け で は な く 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に も 適 用 さ れ る 。 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に 適 用 し た 場 合 、 ホ ッ パ
ー 壁 １ ０ に お い て も そ の 外 側 に 設 置 さ れ る 支 持 構 造 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に バ ー チ カ ル ス
ト ラ ッ プ ３ 、 マ イ ナ ー リ ン ク ７ 、 バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ ー ４ 、 ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ －
５ な ど を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ は 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に 溶 接 で 固 定 し た サ ポ ー ト １ ３ と サ ポ
ー ト ピ ン １ ２ で ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ は 、
前 記 下 部 炉 壁 に 設 け た も の と 同 じ 技 術 思 想 か ら 設 け て い る が 、 こ の 他 に ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に
お い て は ホ ッ パ ー 壁 １ ０ が 受 け る 荷 重 、 す な わ ち 炉 圧 １ ６ 、 ク リ ン カ ー １ ７ が 落 下 し た 時
に 生 じ る 衝 撃 力 １ ８ 、 灰 １ ９ の 重 量 な ど に 対 応 す る 必 要 も あ る 。 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に お い て
は 特 に 、 従 来 の 剛 構 造 で は 衝 撃 力 １ ８ を 吸 収 で き ず に 支 持 部 材 の 変 形 、 炉 壁 の 損 傷 が 起 き
る 可 能 性 が 高 い が 、 本 発 明 の よ う に 一 部 に 非 拘 束 部 を 設 け る こ と に よ り 、 柔 軟 構 造 と な り
衝 撃 力 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ の 上 下 面 に は 、 バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ ー ４ が 設 置 さ れ て お
り 、 バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ ー ４ と バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ の 間 に マ イ ナ ー リ ン ク ７ が 介 在
さ れ て い る 。 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ で 受 け た 荷 重 は 、 マ イ ナ ー リ ン ク ７ を 介 し て バ ー チ
カ ル バ ッ ク ス テ ー ４ に 伝 達 さ れ 、 さ ら に そ の 荷 重 は ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ 、 コ ー ナ
リ ン ク １ ４ を 介 し て ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に よ っ て 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち ホ ッ パ ー 壁 １ ０ に 設 け ら れ た 一 連 の 支 持 構 造 は 下 部 炉 壁 側 の バ ー チ カ ル ス ト ラ
ッ プ ３ に 連 結 し て 設 け て も 良 い が 、 ホ ッ パ ー 壁 １ ０ が 炉 の 内 側 に 向 か っ て 形 成 さ れ て い る
た め 、 連 結 部 で の 熱 伸 び 方 向 が 異 な る こ と に 起 因 し て 構 造 が 複 雑 に な る こ と 、 火 炉 全 体 の
炉 壁 の 高 さ に 対 し て ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 高 さ が 、 例 え ば １ ０ ％ 程 度 と 少 な い こ と か ら 、 ホ ッ
パ ー 壁 １ ０ 全 体 を 図 １ １ に 示 す よ う に コ ー ナ リ ン ク １ ４ で 一 旦 側 壁 で 受 け て 、 ホ ッ パ ー 壁
１ ０ 全 体 と し て は 下 部 炉 壁 全 体 で 質 量 負 担 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ は 、 こ の 荷 重 の 伝 達 経 路 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ 、 マ
イ ナ ー リ ン ク ７ 、 バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ ー ４ な ら び に ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ は 弾 性
体 で あ り 、 そ れ ぞ れ の ば ね 定 数 を Ｋ 1， Ｋ ２ ， Ｋ ３ な ら び に Ｋ ４ と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と マ イ ナ ー リ ン ク ７ な ら び に マ イ ナ ー リ ン ク ７ と バ ー チ カ ル バ
ッ ク ス テ ー ４ の 間 は ピ ン に よ っ て 連 結 し て 、 バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ と マ イ ナ ー リ ン ク ７
な ら び に マ イ ナ ー リ ン ク ７ と バ ー チ カ ル バ ッ ク ス テ ー ４ の 間 に 、 前 記 ピ ン の 径 と そ の ピ ン
を 挿 入 す る ピ ン 孔 の 径 の 差 に よ っ て ギ ャ ッ プ ２ １ ， ２ ２ を 設 け て い る 。 図 ５ 中 の 符 号 ２ ３
は 炉 内 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 述 の よ う に マ イ ナ ー リ ン ク ７ の 両 端 部 に ギ ャ ッ プ ２ １ ， ２ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 実
際 の ば ね 定 数 （ ば ね 特 性 ） は 図 ６ で 示 す 実 線 と な り 、 ギ ャ ッ プ ２ １ ， ２ ２ に 対 応 し て ば ね
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定 数 は 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 荷 重 の 伝 達 経 路 上 か ら は バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ ３ 、 マ イ ナ ー リ ン ク ７ 、 バ ー チ カ ル バ ッ
ク ス テ ー ４ な ら び に ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ は 直 列 に 配 置 さ れ て い る か ら 、 こ れ ら の
合 成 ば ね 定 数 Ｋ は 、
　 　 　 　 １ ／ Ｋ ＝ １ ／ Ｋ １ ＋ １ ／ Ｋ ２ ＋ １ ／ Ｋ ３ ＋ １ ／ Ｋ ４
　 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 合 成 ば ね 定 数 は 従 来 に 比 較 し て 小 さ く 設 定 で き 、 柔 軟 な 構 造 と な る か ら 、 こ れ ら
が 緩 衝 材 と し て 機 能 す る 。 よ っ て ク リ ン カ ー １ ７ が 落 下 し た と き に 生 じ る ホ ッ パ ー 壁 １ ０
へ の 衝 撃 力 １ ８ が 減 少 し 、 そ の た め に ホ ッ パ ー 壁 １ ０ の 強 度 健 全 性 を 高 め る こ と が で き る
。 ま た 、 最 終 的 に は 荷 重 を 受 け る ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ － ５ へ の 衝 撃 力 も 低 減 で き 、 ボ
イ ラ 装 置 の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 実 施 形 態 で は ホ ッ パ ー 壁 １ ０ が ス パ イ ラ ル 管 ２ で 構 成 さ れ る 場 合 を 説 明 し た が 、 垂
直 管 で ホ ッ パ ー 壁 を 構 成 す る ボ イ ラ 装 置 に も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 1実 施 形 態 に 係 る ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 支 持 構 造 で の メ ジ ャ ー リ ン
ク の 配 置 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 支 持 構 造 で の メ ジ ャ ー リ ン
ク の 配 置 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 支 持 構 造 で の メ ジ ャ ー リ ン
ク の 配 置 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る ス パ イ ラ ル メ ン ブ レ ン 壁 支 持 構 造 で の メ ジ ャ ー リ ン
ク の 配 置 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ホ ッ パ ー 壁 の 支 持 構 造 で の 荷 重 の 伝 達 経 路 を 模 式 的 に 示
し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 そ の 支 持 構 造 で の ば ね 特 性 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ボ イ ラ 装 置 に お け る 垂 直 壁 の 支 持 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 そ の 支 持 構 造 で の メ ジ ャ ー リ ン ク の 配 置 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ボ イ ラ 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ボ イ ラ 装 置 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ボ イ ラ 装 置 に お け る ホ ッ パ ー 壁 の 支 持 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 そ の ホ ッ パ ー 壁 支 持 構 造 で の 荷 重 の 掛 か り 方 と ボ イ ラ 運 転 中 の ホ ッ パ ー 壁 の 変
形 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ： 垂 直 管 、 ２ ： ス パ イ ラ ル 管 、 ３ ： バ ー チ カ ル ス ト ラ ッ プ 、 ４ ： バ ー チ カ ル バ ッ ク ス
テ ー 、 ５ ： ホ リ ゾ ン タ ル バ ッ ク ス テ ー 、 ６ ： メ ジ ャ ー リ ン ク 、 ７ ： マ イ ナ ー リ ン ク 、 ８ ：
火 炉 前 壁 、 ９ ： 火 炉 後 壁 、 １ ０ ： ホ ッ パ ー 壁 、 １ １ ： 過 熱 器 、 １ ２ ： サ ポ ー ト ピ ン 、 １ ３
： サ ポ ー ト 、 １ ４ ： コ ー ナ リ ン ク 、 １ ５ ： 垂 直 壁 、 １ ６ ： 炉 圧 、 １ ７ ： ク リ ン カ ー 、 １ ８
： 衝 撃 力 、 １ ９ ： 灰 、 ２ ０ ： ホ ッ パ ー 壁 の 自 重 、 ２ １ ， ２ ２ ： ギ ャ ッ プ 、 ２ ３ ： 炉 内 面 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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